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平和統一運動次世代リーダー育成のための
「私から始まる平和統一大賞」青年スピーチ部門及びエッセイ応募原稿フォーマット

■「私から始まる平和統一大賞」とは

　’為に生きる’神様主義の真の愛を根本精神として国籍と思想、組織を超越して、国内外の韓民族の和合と統一の実現を目指す平和統一聯合は、2024年より平和統一運動を同世代や後に続いていく世代の力とするために、この賞を創設いたしました。

■今年の募集テーマは「喜び」
ちょっとした小さな喜びから、大きな喜びまで、自分が体験してきたエピソードが、今の時代に合う平和統一運動にどのように役に立つことができるのかを問いかけます。家族や友人・知人との出会い、大自然との出会いなど、様々なエピソードを募集いたします！

	応募条件
	平和統一聯合に所属している会員、担当者。または左記から紹介を受けた方。

	募集期間
	青年スピーチ部門：
募集日程及び大会日程は、ホームページ及び機関誌『平統解放』にてお知らせ致します。
※ 第１連合会（北関東・東京・南関東）、第２連合会（北海道・東北）、第３連合会（東海、北信越）、第４連合会（近畿・中国・四国）、第５連合会（九州・沖縄）において、2026年6月14日（日）まで地方予選を行い、それぞれ代表１名を選抜し、本部に映像提出。
会員及び一般部門　エッセイ募集：　2026年４月１日（水）～2025年６月14日（日）

	スピーチ
原稿規程
	【青年スピーチ部門】
５分以上７分以内（制限時間を超過した場合は減点）。※パワーポイント使用可。
【会員及び一般部門　エッセイ募集】
800字以上3000字以内、１人１点。
※両部門とも主となる言語を日本語で行うこと。部分的に韓国・朝鮮語、または他国の言語を使用しても良いが、日本語の意味を付け加えること。

	応募方法
	Wordファイルのまま、応募フォームよりご応募ください。※ 青年スピーチ部門に応募の方も、同様に原稿を提出してください。郵送、FAXでのご応募はご遠慮いただいております。

	発表
	2026年６月下旬　ホームページにて公開。
入賞者には、メールまたはお電話にて直接ご連絡をさしあげます。
両部門の大賞受賞者は、７月４日東京都内の記念行事でスピーチします。
その交通費は本部負担。




題名：広がる喜び
お名前：髙橋勧正　北海道　札幌創成支部

【青年スピーチ部門】
　皆さんにとって、「喜び」とは何でしょうか。美味しいものを食べること、欲しいものを手に入れること、目標を達成すること。人によってさまざまだと思います。
今日は、私にとっての喜びについてお話ししたいと思います。
　私にとっての喜びは、「愛を伝えること」です。以前は、喜びというのは何かをもらうことや、自分が満たされることだと思っていました。しかし最近、自分が本当に喜びを感じる瞬間は別のところにあることに気づきました。
　それは、人の良いところを見つけて伝えるときです。特に、彼女をほめるときに大きな喜びを感じます。優しさや努力している姿、人を気遣う姿を見ると、「本当に素敵だな」と思います。そして、その思いを言葉にして伝えると、笑顔になったり、照れたりします。その姿を見ると、私までうれしくなります。
　不思議なことに、自分が何かを得たわけではありません。それでも心が満たされるのです。そして私は、ただ言葉でほめるだけでなく、「この人は何をしたら喜ぶだろう」と考える時間も好きです。
　どんな言葉をかけたら元気になるだろう。
　どんなことをしたら笑顔になってくれるだろう。
　何をしたら愛が伝わるだろう。
　そんなことを考えていると、わくわくしてきます。相手のために考える時間そのものが、私にとっては喜びなのです。
　また、人と関わる中で、たくさんの気づきがあります。
「あ、この人にはこんな良さがあるな。」
「こんなところで頑張っているんだな。」
「いつも支えてくれていたんだな。」
　そんなふうに人の価値や愛に気づく瞬間があります。そして、その気づきを自分だけのものにしておくのではなく、みんなと分かち合いたいと思うのです。
　なぜなら、人は自分の良さを意外と知らないことがあるからです。頑張っていることも、誰かを支えていることも、当たり前になってしまって気づいていないことがあります。だからこそ、「ありがとう」や「あなたのこういうところが素敵だよ」という言葉を伝えることには意味があると思います。

　私は、愛とは特別なものではないと思っています。
　誰かの良いところを見つけること。
　相手の幸せを願うこと。
　感謝を伝えること。
　そうした一つひとつが愛の表現なのだと思います。そして私は、その愛を表現するときに一番喜びを感じます。
　もし今日、この会場にいる皆さんにも大切な人がいるなら、ぜひその人の良いところを思い浮かべてみてください。
　そして、できれば今日、「いつもありがとう」「大切に思っているよ」と伝えてみてください。相手が喜ぶだけではなく、きっと自分の心も温かくなると思います。
　私にとっての喜びは、人の良さに気づくことです。
　そして、その気づきを言葉にして伝えることです。
　愛を受ける喜びもあります。でも今の私は、それ以上に、愛を伝える喜びを大切にしています。
　これからも、人の良さを見つけ、感謝を伝え、愛を分かち合える人でありたいと思います。
　ご清聴ありがとうございました。

image1.png




